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◼ 「産業安全塾」は，石油・化学分野に関する「産業安全論（2012年）※」開講を契機
として，2015年度からは東京に加え岡山，四日市での3場所での「産業安全塾」を
展開してきた。

◼ 2023年度岡山産業安全塾は，産業安全塾運営委員会（石化協・石連・日化協で構

成）と水島コンビナート地区保安防災協議会（防災協），山陽技術振興会の連携の
もと，14コマの講座とグループ討議・発表会として開講する。

◼ 化学・石油・電力・ガス・電子材料・鉄鋼・自動車などの分野における安全に関する
体系的な講義と討論を重視した講座を運営する。

◼ 人材交流，情報交流の場を設けることで産業分野における①安全を理解できる将
来の工場幹部，管理者の育成，②幅広い視野を持った安全人材の育成を目的と
する。

岡山産業安全塾
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受講案内

◼ 開催場所：

⚫ 対面 岡山大学50周年記念館/カルチャーホテル

⚫ リモート 山陽技術振興会をホストとしてリモート講義（ZOOM）

◼ 集合時刻：講義開始10分前(12時50分)までには対面会場，または
ZOOM会議に参加してください。

◼ 講義資料は事前に事務局より送付します。
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講座概要

◼ 安全を確保し，さらに国際的な競争力をもつためには，安全の基本を
理解することが重要である。このため，安全管理の基本的な考え方を
示すとともに，業界としての安全への取り組み，各企業における具体
的な取り組みについて紹介する。

◼ また，安全計装・設備管理などの専門的な知識について紹介し，共有
化を図る。

◼ 最後の講義では，講義等で習得した知見を基に，総合討論を通じて産
業安全のあるべき方向について考える。
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講義の進め方

◼ 各講座は，１２０分とし，講師による講義と受講者・講師による質疑応
答・討議で構成する。また，一部講座では，グループによる演習・討議
を実施する。

◼ 安全課題について，最終グループ討議を実施し，講義全体を踏まえた
自身の考え・グループとしての考えをまとめ，最終日に発表するととも
に最終レポートを提出する。

◼ 運営委員会にて，出席状況，発表・最終レポートの内容から，産業安
全塾の修了合否を判断し，合格者には修了式（3月15日）に修了書を
授与する。
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運営

◼ 岡山産業安全塾を総合的に運営する事務局は，安全・安心科学研究
所とし，個々の作業は以下の担当とする。

⚫ 講義開催における実務作業；事務局・事務局補佐（北本），山陽技術振興会

⚫ 事務局・事務局補佐（北本）；講義，懇親会，出欠状況の確認，講義資料共有化
のための管理，休講等の緊急連絡，講師スケジュール・最終レポートの管理など 

⚫ 山陽技術振興会；リモート講義（ZOOM）のホスト

（山陽技術振興会による挿入）

既存参加企業は開催案内受領後会社毎に纏めて申し込み。
新規参加希望の会社は会社単位で事務局へお問い合わせください。



Kazuhiko Suzuki

岡山産業安全塾

7

最終レポート

◼ 最終レポートは，

⚫ 課題；1月19日（金）にグループディスカッションの課題として講義時に事務局より
提示する。

⚫ 締め切り；2024年3月15日(金)。グループディスカッション成果を事務局へ提出と
する。
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講師，講義スケジュール
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２０２３年度岡山産業安全塾予定

開催日 会場 講義テーマ名 項目 講義・実施内容 担当＆指導講師

１３：００－１３：５０ はじめに
保安事故防止のために

岡山産業安全塾の狙いと運営について
岡山大学名誉教授　鈴木

１４：００－１５：００
プラントプロセス

安全管理Ⅰ
化学プラントの安全管理Ⅰ

化学プラントの安全を確保し，さらに国際的な競争力をも
つためには，化学プロセス安全の基本を理解することが
重要である。化学プロセスの安全の基本は，潜在的な危
険源を特定し，リスクを低減することである。ここでは，化
学プロセスのリスク評価について概説し，安全管理の基
本的考え方を示す。

三菱ケミカル（株）
　中井講師

１５：１５－１７：１５ 安全を支える人と組織Ⅰ
ヒューマンスキルと教育；現場で伝わ
るコミュニケーション技術(講義とグ
ループ討論）

産業現場では、複数の作業者が協働して作業を行ってい
る。近年の石油コンビナート事業所における事故のおよ
そ40パーセントは人的要因により発生している。人と人、
人と設備をつなぐコミュニケーションは安全で円滑な作業
の要と言える。作業におけるコミュニケーションは、組織
の安全文化や個々の作業者のバックグラウンドに影響さ
れるため、現場で伝える・伝わるコミュニケーションにつ
いて理解しておくことが重要である。本講座では、コミュニ
ケーションを支えるヒューマンスキルについて学ぶ。

三菱ケミカル（株）
　中井講師

１３：００－１５：００ 事故事例、事故分析Ⅰ 事故事例から学ぶべき教訓

事故事例は、事故の未然防止に必要な知識を与えてくれ
る教材の宝庫です。しかし、やみくもに事故事例を教えて
も、知恵として身に付くものではありません。多くの事故
事例の中から、事故のパターンや教訓を体系的に取り出
し伝承することが重要です。国内外の事故事例を材題に
して、事故から教訓を取り出すにあたっての切り口を紹介
します。

半田化学プラント安全研究
所（元三井化学技術研修セ
ンター長）　半田講師

１５：１５－１７：１５ 事故事例、事故分析Ⅱ 事故事例の学び方

事故事例から学ぶことは「事故の教訓」に限りません。事
故を分析してみると、事例のケースには悪かったことだけ
でなく、良かったことも数多く見られます。もし、それが自
社でできていないことであれば、取り入れて改善すること
が可能でしょう。産総研のRISCADに掲載されている事故
進展フロー図をベースに、現場に役立つチェックポイント
を抽出する手法を紹介します。

化学工学会SCE-ネット
竹内講師

2023/7/14(金）

懇親会

2023/8/18(金）

対面(岡山大学50周
年記念館）

ZOOMによる
リモート
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１３：００－１５：００ 安全を支える技術Ⅰ 安全計装の基礎

生産設備のインターロックや緊急停止回路には、種々の電
気・電子回路やマイクロプロセッサを搭載した機器が利用さ
れている。これらの回路は、設備の保護やハザード発生の防
止・被害の低減を行うための安全機能であり、対象とするリス
クに応じて適切な機能設計と運用・保守を行わなければなら
ない。“安全計装”の指針には、そのための基本的な考え方
が示されている。ここではこの安全計装の指針について概論
する。

横河電機(株)
新井 直人(講師

１５：１５－１７：１５ 安全を支える技術Ⅱ 保安安全のための設備管理

時代の変遷や世の中に影響を及ぼす事故の発生により設備
管理は変化してきた。Hazardが存在し発現させる阻害要因
があれば発生確率を伴うリスクが存在する。競争激化の中、
５０年の高経年化の課題も出現している。一方ＩｏＴを始めＩＣＴ
技術の進展は目覚ましいものがあり、スマート保安など政府
も積極的にリードしている。保安安全の担保にはこれまで以
上に運転管理と一体と成った設備管理が欠かせず、考える
機会として対応する体制や手法などの設備管理を紹介する。

安全・安心科学研究所技術
アドバイザー（元三菱ケミカ
ルエンジニアリング）　林講
師

１３：００－１５：００
プラントプロセス

安全管理Ⅱ
事故の重大性と事故防止

事故の重大性、事故当事者になると大変なことになると言う
こと、事故の進展を止めるには色々できることがあるなど企
業での環境安全業務での経験から安全管理の在り方につい
て紹介する。

元旭化成（株）
佐伯陽一講師

１５：１５－１７：１５ 各社事例紹介Ⅱ リスクベース操業管理

ENEOS株式会社は、ENEOSグループの中核会社として、ＪＸ
エネルギーと東燃ゼネラル石油の経営統合により、２０１７年
４月に発足した。グループの安全理念（すべての事業活動に
おいて、「安全」と「コンプライアンス」を最優先します。）の元、
特にリスクの高い事業分野である製油所、製造所については
統合後両社の過去の知見と経験を踏まえた操業管理システ
ム(Safe Operation Management System(SOMS))を導入して、
労災のみならず、重大な設備災害も防止する活動に取り組ん
でいる。これらの活動・取組みについて特に最近の活動を交
えて紹介する。

ENEOS（株）
大谷講師
米国CCPS公認プロセス安
全スペシャリスト

ZOOMによる
リモート

対面(岡山大学50周
年記念館）

2023/9/15(金)

2023/10/１３(金)

懇親会



Kazuhiko Suzuki

岡山産業安全塾

11

１３：００－１５：００ 各社事例紹介Ⅲ 産業安全への取組

２００９年６月２２日、株式会社カネカ鹿島工場にて製品貯槽
での爆発事故が発生、その際に、１名の社員を失った。事故
発生後、安全再構築に向けたタスクフォースチーム発足さ
せ、無事故・無災害に向けた取組みを開始したものの、近
年、過去発生した事故、災害が未だ繰り返し発生している。
過去の事故災害を再分析し、取り組んでいる事項について紹
介する。

（株）カネカ　山田講師

１５：１５－１７：１５ 各社事例紹介Ⅳ 労働災害“ゼロ”を目指て

当社は三井化学と米国デュポンの合弁会社として設立され、
高圧プロセスでエチレン系機能性樹脂を製造している。操業
から半世紀が経過し、設備的にも人的にも大きな転換期に差
し掛かっており、「ＰＳＭ（Process Safety Managementシステ
ム）を基軸とした安全管理」と「安全文化の強化」を両輪として
安全活動を進めている。その活動の紹介を通して、管理者の
役割について考える。

神藤 潔 技術士事務所（元
三井・ダウ ポリケミカル株
式会社）　神藤講師

１３：００－１５：００ 各社事例紹介Ⅴ
岡山事業所の製造・保安安全業務を
経験しての私感

主に三菱ケミカル岡山事業所での製造・保安安全業務を経
験した中での、気付き等を交えた考え方の紹介。

三菱ケミカル（株）
　佐々木講師

１５：１５-１７：１５
プラントプロセス

安全管理Ⅱ
定量的リスク評価・リスク低減

プラントプロセスの安全性向上のため、定量的にリスクを評
価し、技術的な根拠に基づきリスクを低減することの重要性
が増している。FTA,LOPA,HAZOPLOPA手法による定量的リ
スク評価，SILスタディを概説する。

岡山大学名誉教授　鈴木

１３：００－１５：００
プラントプロセス

安全管理Ⅳ
リスクに基づくプロセス安全

海外、我が国の重大事故事例から、プロセス安全管理の重
要性が増している。石油・化学系企業が業界を越えて協力
し、自らの現場の安全性向上のために、プロセス安全管理シ
ステムの効果的な活用を図る必要がある。
 CCPSを紹介し、リスクに基くプロセス安全（RBPS）について
概説し、企業での取組事例について紹介する。

元出光興産(株)
 中川隆講師

１５：１５－１７：１５ 安全を支える人と組織Ⅱ リーダーの極意

「後輩に教えようとするとヤル気が無い、叱咤激励すると鬱
病になる」「最良と思う安全施策を組織内に展開しようとする
と、グループごとに進捗がバラバラ、強制すると表面的には
出来た事になるが深さが足りない」という経験のある人が少
なからず居るだろう。どうすれば個人が目覚ましい成長を遂
げ、どのように施策展開をすれば組織全体が能動的に実行
するようになるのか、人・組織のマネジメントの基礎を議論と
講義を交えて会得する、マネージャー必見の講座。

山陽技術振興会，安全・安
心科学研究所技術アドバイ
ザー（元三菱ケミカル専務）
植田講師

2024/2/16(金)
対面またはリモート
(グループ単位で選
択可）

１３：００－１７：００ グループに分かれて自らの課題について討議を行う。

2024/3/15(金)

懇親会
対面(カルチャーホテ
ル)

１３：００－１７：００
討議の結果をグループごとに発表する。発表会終了後に修
了式（修了証書授与）を行う。

グループディスカッション

グループ発表・修了式

2024/1/19(金)

2023/11/17(金)

2023/12/1４(木)

ZOOMによる
リモート

ZOOMによる
リモート

対面(岡山大学50周
年記念館）
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参加企業・事業場
（2023年度実績） 順不同 「株式会社」省略

JFEスチール 西日本製鉄所 倉敷地区

日本ゼオン 徳山工場

太陽石油 四国事業所

三菱ケミカル 広島事業所

デンカ 大牟田工場

三菱ガス化学 水島工場

クラレ  倉敷事業所

三菱ケミカル 岡山事業所

カネカ 高砂工業所旭化成 水島製造所

三井化学 大阪工場

ENEOS 水島製油所

東ソー 四日市事業所

JFEケミカル 西日本製造所 笠岡工場

メキシケムジャパン 三原製造所

四国化成工業 丸亀工場

日本ゼオン 水島工場

富士石油 袖ケ浦製油所

コスモ石油 堺製油所

住友化学 愛媛工場

（山陽技術振興会により挿入）

岡山産業安全塾
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◼ グループ演習・ディスカッションについて

 リモート開催日は，ZOOM上で「ブレイクアウトルーム」機能を利用し，グループ別
討論

 2024年2月16日(金)のグループ討議：岡山大学(または岡山駅近く）の会場で対面
実施，またはリモート（各グループの要望による）

◼ グループ発表および修了式

 2024年3月15日(金)：カルチャーホテルで対面方式で実施する。

◼ 懇親会について

⚫ 7月14日，10月13日，3月15日 意見交換会（懇親会）を開催します。

⚫ 懇親会開催の場合，会場，会費等は事務局よりお知らせします。
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事故調査を担当して思うこと
-プラント事故で犠牲になるのは現場の人員-

岡山産業安全塾
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岡山産業安全塾で皆さんに伝えたいこと

◼ 事業所・工場で，現場の人たち・皆さん自身を

「傷つけない・ケガさせない」職場とするために

何をするべきか

講師からの事例紹介，参加者皆さん間での互いの悩み相談により，
ヒント・知識を少しでも得て，職場に持って帰っていただきたい。

について

安全活動の目的
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悩み！！！！！
◼ 安全文化醸成が大切といわれるけど，どうやっ

て醸成すればいい？

◼ 労災が多発しているけど，安全意識を高める？
どうやればいい？何をすればいい？

◼ ヒヤリハット活動，５S，KYTやってるけど，マンネ
リ化して効果が出ない。

◼ リスクアセスメント高度化？？どうすればい
い？？サイバーセキュリティ強化？？？

◼ ・・・・・・・？？？？？

安全塾仲間に相
談しよう！！！
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